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論文審査の要旨

川崎病は原因不明の全身性血管炎であり、特に冠動脈の炎症が冠動脈癌の形成から心

筋梗塞を引き起こすことがある臨床上重要な疾患である。 本研究は、川崎病患児42名を

対象とし急性期の凝固線溶動態を、凝固波形解析及びトロンピン ープラスミン生成試験

を用いて包括的に評価した。その結果川崎病急性期では凝固尤進を示すものの、線溶 も

尤進しており血栓症のリ スクを軽減していることが示唆された。また炎症急性期にフイ

ブリ ノゲンが高値を示し、最大凝固速度や加速度が増加する一方で凝固時間は逆に延長

することが判明した。さらに免疫グロブリン療法に対する反応不良例では凝固充進状態

が遷延することが示され、本研究で用いられた包括的凝固機能評価は川崎病の凝固動態

の有用なモニタリングとな りうる可能性が示された。

これまで川崎病急性期の凝固動態に関する知見は極めて乏しく 、本研究は川崎病の凝

固線溶動態を初めて明らかにした点、さらにその凝固線溶動態が今後の治療介入におけ

るモニタ リングとしての応用が期待される点から極めて有意義な研究と判断する。公聴

会での質疑応答も的確であり、博士（医学）の学位に相当する研究であると評価する口
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに発達・成育医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。

令和元年11月12 日

学位審査委員長

循環・呼吸機能制御医学

教授 谷口繁樹

学位審査委員

総合臨床病態学

教授 西尾健治

学位審査委員（指導教員）

発達・成育医学

教授 嶋緑倫


